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暑熱と反調家畜の胃運動

琉球大学農学部E熱帯フィールド科学教育研究センター・平山琢二

家畜(特に牛)の「暑熱問題」については、 1950

年頃からー研究が行われており、これまで50年以

上も研究されている事になる。しかし、農家レ

ベルでの解決までにはいたっておらず、さらに

昨今の地球温暖化と関連して、家畜の暑熱問題

は広範囲に渡って影響を与えているのが現状で

ある。これまで、暑熱問題を取り上げる場合、

家畜の体温を指標とした対策について検討が進

められてきた。これまでに立案されている主な

防署対策としては、暑熱環境の改善と飼養技術

の改善に別れる。暑熱環境の改善としては対流

や伝導といった顕熱放散および潜熱放散を利用

した送風および散水が広く普及されている。ま

た、飼養技術の改善としては良質な飼料の給与、

粗飼料の細断、ミネラルの添加、サイレージ給

与および夜間給餌などといった飼料給与法全般

にわたっての対策がある。
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0体重増加の停滞 O泌乳量の低下
O受胎率の低下 O疾病率の上昇

飼料給与法

ルーメン運動

ルーメン微生物
による飼料片の
取込み促進

反j3による飼料片の
微細化を助長

第一簡の収縮
運動で胃肉飼
料片岡士を摩
擦させ，飼料
片を機械的に
微細・脆弱化
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確寵

O第一胃運動を中心とした摂取飼料の体内動態ピで>1第一胃運動の低下→摂取飼料の体内
~滞留時聞が延長→飼料消化性が変化

r--... I 示 唆
O体温と第一胃運動変化の関連性正~I

~I 第一胃運動の低下→体温上昇に先立つ生理反応

開発

O第一胃運動の測定法<>1動物を無拘束、外科処置無しで第一胃運動を測定できるう汁
カ7'Uを開発

0既存の防顧問山再検討ゆ
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示唆

庇陰

体温上昇抑制→効果大

第一胃運動低下緩和→効果大

、

" : 0サプリメント剤の検討
0舎内での低コスト防署策民>iORF(Jトル77イ，，'-)と既存対策との併用

0生産性lこ関連する柿ン庄>10帆ン分泌感受性・応答性について検討

."~: 0第一胃運動変化と摂取飼料の微細化の関連性につ
O第一胃運動と摂取飼料微細化虻〉

~: いて検討
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J 日

0子牛下痢症と暑熱<>10子吋下発症と問<>
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確認

O夏期に誕生→重度の下痢
発症

O夏期以外で誕生→下痢発

症→低v 
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